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「
是

非

」
の

語

史
―
副
詞
用
法
の
発
生
ま
で
―

本
稿
の
構
成

一
　
は
じ
め
に

一
一　
本
論

ニ
ー

一
　

上
古

ニ
ー
三
　
中
古

ニ
ー
一一一　
中
世
前
期

（院
政
期
以
降
）

ニ
ー
三
―

一　

名
詞
用
法

ニ
ー
三
―
二
　
動
詞
用
法

ニ
ー
三
―
三
　
副
詞
用
法

ニ
ー
四
　
中
世
後
期

ニ
ー
四
―

一　

名
詞
用
法

ニ
ー
四
―
二
　
動
詞
用
法

ニ
ー
四
―
三
　
副
詞
用
法

〓
一　
お
わ
り
に

一
　
は
じ
め
に

語
彙
体
系
の
考
察
や
語
彙
史
の
研
究
に
お
い
て
、
漢
語
を
ど
う
考
え
る
か
は

玉

斗
Ｕ
■
Ｔ

禎

良5

大
き
な
問
題
で
あ
る
。
漢
語
の
日
常
語
絆
一
に
伴
い
、
本
来
の
語
義
を
変
容
さ

せ
た
漢
語
が
現
れ
た
り
、
中
国
に
は
無
い
日
本
独
自
の
漢
語
が
作
ら
れ
た
り
す

る
な
ど
、
様
々
な
現
象
が
見
ら
れ
る
。

肛

ド

鵡

】
鰺

叶

藝

話

鶴

課

鷺

の
発
生
過
程
に
関
し
て
は
、
ま
だ
不
明
な
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
今
後
、

個
々
の
語
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
細
に
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

２一
。「
是
非
」
は
本
来
の
漢
語
と
し
て
は

「
是
」
と

「
非
」
と
を
指
す
た
め
に
用

い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
、
そ
の
よ
う
な
用
法
は
文
章
語
的
に
用
い
ら

れ
る
の
み
で
あ
る
。
日
常

一
般
に
は
、
「
是
非
…
行
き
ま
す
」
「
是
非
…
た
い
」

「
是
非
…
し
ろ
」
な
ど
意
志

・
願
望

・
命
令
の
表
現
と
と
も
に
使
う
の
が
普
通

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
陳
述
副
詞
と
し
て
の
用
法
は
中
世
以
後
に
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
る
。
「
是
非
」
は
日
本
独
自
の
用
法
を
発
展
さ
せ
て
い
る
点
で
注
目

さ
れ
る
語
の

一
つ
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
漢
語

「
是
非
」
が
、
日
本
で
い
つ
頃
ど
の
よ
う
な
意
味
用
法
を
も

つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
語
義
変
化
を
い
つ
頃
生
じ
た
の



か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
辞
ザ

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
漢
語
研
究
の

一
環
と
し
て

「
是
非
」
の
語
史
の
研
究
を

行
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

一
一　
本
論

ニ
ー

一　
上
古

漢
語

「是
非
」
が
日
本
に
い
つ
入
っ
て
来
た
か
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
「荘
子
」
「史
記
』
『漢
書
』
『遊
仙
窟
』
な
ど
に
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
を

通
じ
て
受
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
是
非
」
の
最
も
早
い
用
例
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①
　
是
非
之
理

・
誼
能
可
レ
定
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
憲
法
十
七
条
じ

②
　
聖
人
之
教
雖
二
復
時
移
易
，
俗
、
不
レ
能
レ
改
二
其
是
非
一、
故
云
レ
常

■
勝
曼
経
義
疏
じ

③
　
於
是
、
二
人
各
堅
執
而
争
之
。
是
非
難
レ
決
。
■
日
本
書
紀
」
応
神
天
皇
）

右
の
三
例
は
い
ず
れ
も
名
詞
的
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
日
本
で
の
用
法
は
も
ち
ろ
ん
中
国
の
用
法
に
準
じ
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
「大
漢
和
辞
典
」
（大
修
館
書
店
刊
）
な
ど
を
参
考
に
し
て
中
国

で
の
用
法
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

④
　
是
非
之
分
、
則
賞
罰
行
実
。　
　
　
　
　
　
　
　
「
管
子
」
君
臣
下
）

⑤
　
推
二
礼
義
之
統
一、
分
二
是
非
之
分
一。　
　
　
　
　
　
翁
荀
子
」
不
芍
）

⑥
　
缶
ゴ
是
非
之
心
一非
レ
人
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
３
孟
子
』
公
孫
丑
上
）

⑦
　
是
非
之
心
、
智
之
端
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
右
、
公
孫
丑
上
）

③
　
是
非
之
心
、
人
皆
有
レ
之
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
右
、
告
子
上
）

⑨
　
面
上
滅
除
憂
喜
色
、
胸
中
消
尽
是
非
心
。
　
　
　
（白
居
易

「
詠
懐
し

⑩
　
是
非
之
彰
也
、
道
之
所
二
以
店
一也
。
　
　
　
　
　
■
荘
子
』
斉
物
論
）

⑪
　
仁
義
之
端
、
是
非
之
塗
、
癸
然
餃
乱
　
　
　
　
　
（同
右
、
斉
物
論
）

⑫
　
且
夫
知
不
レ
知
二
是
非
之
党
一、　
　
　
　
　
　
　
　
（同
右
、
秋
水
）

⑬
　
非
レ
吏
非
レ
俗
出
ヨ
入
是
非
之
境
一。　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
遊
仙
窟
じ

⑭
・　
理
也
者
、
是
非
之
宗
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
呂
覧
』
離
謂
）

以
上
の
よ
う
に
、
「
是
非
之
分
」
「
是
非
之
心
」
な
ど

「
是
非
之
…
」
の
形
で
連

体
修
飾
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

⑮
　
別
二
同
異
一、
明
二
是
非
一。　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
礼
記
』
曲
礼
上
）

⑩
　
明
二
是
非
一、
定
二
猶
予
一。　
　
　
　
　
　
　
翁
史
記
」
太
史
公
自
序
）

⑫
・　
心
不
三
敢
念
二
是
非
一。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
列
子
」
仲
尼
）

⑮
ｌ
⑫
は

「
明
是
非
」
「
念
是
非
」
の
よ
う
に

「
是
非
」
が
動
詞
の
目
的
語
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
主
語
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、

⑬
・　
知
二
是
非
之
不
レ
可
レ
為
レ
分
、
細
大
之
不
，
可
レ
為
レ
侃
。翁
荘
子
」
秋
水
）

⑩
　
鉦
ゴ
人
之
情
一、
故
是
非
不
レ
得
二
於
身
・。
　

　

　

（同
右
、
徳
充
符
）

⑩
　
是
非
相
間
、
革
二
更
其
行
一也
。　
　
　
　
　
　
　
■
白
虎
通
』
諌
諄
）

④
　
又
其
是
非
頗
謬
二
於
聖
人
一、　
　
　
　
　
　
■
漢
書
』
司
馬
遷
伝
賛
）

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
中
国
の
用
例
は
い
ず
れ
も
名
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
日
本
の
例
①
は
連
体
格
に
、
②
は
目
的
格
に
、
③
は
提
示
格
或

い
は
目
的
格
に
立
っ
て
い
て
名
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
上

古
に
お
い
て
は
お
お
む
ね
中
国
の
用
法
と
差
は
無
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
「続
日
本
紀
」
に
は
、

②
　
圧
コ
略
貧
賤
一、
是
コ
非
時
政
一、
戒
コ
否
人
物
一、

（聖
武
天
皇
　
天
平
三
年
十

一
月
）



と経
牌
粒
鶴
柩
鷲
％
が
一「狭硼̈
解
澤孵
篤
従

ニ
ー
三
　
中
古

中
古
に
は

「
是
非
」
の
字
音
読
み
の
例
が
出
現
す
る
。

興
福
寺
本

『大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」
の
古
点
に
は
、

④
　
思
慮
の
税
或

ス^
ニ
（
もの
電
魏
に
迷
フ
、
▲

シ唯

靴
夢

）
ナナ
剌
雛
忽
。
入^
Ё

な
り
。
言
ｏ
３
談
ｏ
こ

の
者
有
２

い
は
其
の
。
是
３
排
ｏ
３

に
味
シ
。（序
）

一
鍾

藍

譲

『
る れ み
〔
］
恣

疑

文
に
現
れ
る
の
が

「
セ
ヒ
」
の
表
記
で
あ
る
こ
と
、
院
政
期
頃
に
成
っ
た

『色

葉
∝
類
是 抄

稀

響

卜

に

と
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
後
世
ま
で
見
ら
れ
る
の
が

「
セ
ヒ
」
、
「
ゼ
ヒ
」
の
表

記
形
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、　
一
般
的
に
は
語
形
は

「
ゼ
ヒ
」
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

さ
て
、
中
古
に
は
、
変
体
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

スω
。⑮
　
今
須
与
被
・一合
力
一、
将
レ
定
二
是
非
一云
。　
　
　
　
　
　
翁
将
門
記
じ

④
　
而
件
柚
住
人
等
乍
レ
存
二
其
旨
・、
偏
寺
威
為
Ｌ
ホ
、
忽
コ
諸
国
務
一之
間
、

相
互
論
二
是
非
之
程
一、
庄
内
者
無
二
田
畠
一、

翁
伊
賀
国
司
庁
宣
」
天
喜
四
年
二
月
二
十
八
日
）

②
　
八
卦
ノ
由
来
、
未
″
得
二
正
説
・ラ０
夫
レ
大
宋
ノ
諸
州
ハ、
毎
州
各
八
卦
ラ

異

１̈
。
互
二
是
非
ァ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『東
山
往
来
拾
遺
じ

④
　
昨
日
山
階
寺
僧
綱

・
威
従
並
五
師

・
智
徳
法
師
等
三
十
余
人
参
上
、
令

奏
慶
賀
、
而
称
無
例
不
奏
、
”
空
帰
了
、
但
至
凡
僧
不
知
是
非
、
僧
綱

・

威
従
不
預
給
禄
之
列
何
云
ゝ
、
　

（『貞
信
公
記
』
天
慶
九
年
五
月
四
日
）

④
・
先
例
公
卿
候
右
使
座
、
出
居
承
召
召
之
、
而
背
前
例
、
不
知
是
非
如
何
、

下
官
候
天
気
、　
　
　
　
　
　
翁
小
右
記
』
永
観
二
年
十
月
二
十
四
日
）

⑩
　
但
如
下
給
御
領
公
験
者
、
見
不
入
寺
領
之
由
、
”
不
論
是
非
、
寺
使
不

可
寄
徴
之
由
、
召
仰
己
了
、
名
東
大
寺
別
当
平
崇
書
状
案
」
長
保
元
年
六

月
二
十

一
日
　

「平
安
遺
文
」
三
八
二
）

⑪
　
件
馬
ハ
中
臣
松
大
丸
か
以
去
年
六
月
十
三
日
被
盗
取
之
馬
“
り
申
天
、
不
論

是
非
奪
取
已
了
、
翁
播
磨
大
嫁
播
万
貞
成
解
」
長
元
七
年
二
月
八
日

『平
安
遺
文
』
五
二
四
）

中
国
で
は
、
「
是
非
之
…
」
と
い
う
形
の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
や
や

近
い
の
は
、
中
古
で
は
⑩
の

「
論
是
非
之
程
」
の
み
で
あ
る
。
「
是
非
」
が
目

榊つ語れ滋「庫神“』∞咸いに
「‐まだ紳脚ポ御
「利織制壮「ぼ詢薇制静

を
伴
っ
た
形
で
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
是
非
ァ
リ
」
「定
是
非
」
「
不
知
是
非
」
な
ど

〈是
と
非
〉
と
い
う
対

義
を
そ
の
ま
ま
に
残
し
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
「
不
論
是
非
」
と
い
う
場
合
に

は
、
〈是
か
非
か
言
わ
な
い
〉
〈是
か
非
か
問
題
に
し
な
い
〉
と
い
う
こ
と
か
ら
、

〈是
と
非
〉
と
い
う
対
比
の
意
が
幾
分
薄
れ
や
や
慣
用
的
に
な
り
、
〈是
非
に
か

か
わ
ら
ず
〉
〈と
に
か
く
〉
と
い
う
意
味
に
近
づ
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

仮
名
文
の
例
に
は
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑫
・　
宮
れ
い
は
せ
ひ
し
ら
す
う
ち
ゑ
み
て
ま
ち
よ
ろ
こ
ひ
き
こ
え
給
を



翁
源
氏
物
語
」
を
と
め
）

⑮
・　
女
は
、
「
そ
こ
に
て
し
ば
し
。
な
入
り
給
ひ
そ
」
と
言
へ
」
と
て
、

せ
ひ
も
知
ら
ず
き
し
つ
く
る
ほ
ど
に
、
翁
堤
中
納
言
物
語
」
は
い
ず
み
）

⑭
・　
例
の
人
に
お
は
し
ま
さ
ば
、
せ
ひ
な
く
嬉
し
う
こ
そ
は
お
ぼ
じ
め
す

べ
き
を
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
栄
花
物
語
』
岩
蔭
）

⑮
・　
た

ヽ
せ
ひ
な
う
恋
し
き
に
わ
び
侍
ぞ
や
　
　
（同
右
、
楚
王
の
ゆ
め
）

仮
名
文
に
は

「
不
論
是
非
」
に
あ
た
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
が
、
⑫
①^
の

「
是

非

（も
）
知
ら
ず
」
は

「
不
知
是
非
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

「
是
非

（も
）
知
ら
ず
」
は
主
部

・
述
部
の

「
不
知
是
非
」
と
違
い
、
〈
ひ
た
す

ら
に
〉
な
ど
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
慣
用
的
な
意
味
を
表
し
後
続
の
語
句
を
副

詞
的
に
修
飾
し
て
い
る
。
同
じ
く

「
是
非
な
く
／
う
」
も

〈
ひ
た
す
ら
に
〉
の

意
で

一
層
慣
用
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
「
是
非
」
は
遅
く
と
も
中
古
に
は
字
音
で
読
ま
れ
た
こ

と
、
否
定
語
句
を
伴
っ
て
定
着
し
て
く
る
こ
と
、
中
で
も
仮
名
文
に
見
ら
れ
る

も
の
は
否
定
語
句
を
伴
っ
た
副
詞
的
な
慣
用
表
現
が
多
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
で

き
る
。

二
昇

則
堪

矧

羹

誠

♂

芽

や

「五
口荼

』
そ
の
他
に
そ

の
用
例
が
見
ら
れ
、
記
録
体
の
文
に
用
い
ら
れ
る
日
常
語
に
な
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
用
例
の
中
に
は
前
代
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
副
詞
用
法
の
も
の
も
見

ら
れ
る
の
で
、
中
世
に
つ
い
て
は
各
用
法
別
に
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二
―
三
―

一　
名
詞
用
法

先
ず
用
例
を
、
変
体
漢
文
の
も
の
と
漢
字
仮
名
交
り
文
な
ど
の
も
の
と
に
分

け
、
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
Ａ
群
と
Ｂ
群
と
に
分
け
て
考
察

す
る
。
こ
こ
に
言
う
Ｂ
群
と
は
、
単
独
の

「
是
非
」
又
は

「是
非
」
を
含
む
広

義
の
連
用
成
分

（「
是
非
」
（＋
助
詞
じ

が
直
接
後
続
の
否
定
語
句
に
よ
っ
て

否
定
さ
れ
て
い
る
表
現
に
限
る
。
Ａ
群
は
そ
う
で
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

日
　
変
体
漢
文

Ａ
群
単
純
に

〈是
か
非
か
〉
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
次
の
よ
う
な
例
が
見

ら
れ
る
。

⑩
　
但
尚
引
コ
勘
旧
記
等
一可
レ
定
二
是
非
一也

η
玉
葉
』
仁
安
三
年
十

一
月
二
十
四
日
）

①
　
余
触
二
是
非
一、
頃
之
、
余
参
レ
院
。
（同
右
、
嘉
応
元
年
十
二
月
二
十
三
日
）

⑬
　
仮
雖
二
是
非
分
明
一、
先
可
レ
有
二
使
議
一歎
。

（同
右
、
承
安
二
年
間
十
二
月
七
日
）

⑩
・　
即
被
レ
下
Ｌ
ふ
時
一、
可
レ
陳
二
是
非
一之
由
被
レ
仰
√
。

■
吾
妻
鏡
』
正
治
元
年
十

一
月
十
二
日
）

⑩
　
情
案
二
今
度
次
第
一、
其
是
非
宣
レ
仰
二
天
道
之
決
断
・。

（同
右
、
承
久
三
年
六
月
八
日
）

①
・　
今
日
以
後
訴
論
是
非
、
固
守
二
此
法
一、
可
レ
被
二
裁
許
一之
由
被
レ
定
√
。

（同
右
、
貞
永
元
年
八
月
十
日
）

⑫
　
今
日
被
レ
召
コ
決
其
是
非
一。
　

（同
右
、
仁
治
二
年
二
月
二
十
六
日
）

○
　
長
田
兵
衛
太
郎
被
二
召
出
一候
レ
詢
、
判
コ
申
勝
負
是
非

。

（同
右
、
建
長
六
年
間
五
月

一
日
）

⑭
　
間
注
所
召
二
愁
訴
陳
状
・、
可
レ
勘
コ
申
是
非
一也
。

（同
右
、
文
永
三
年
三
月
六
日
）



⑮
　
弁
”
善
悪
一
分
一
是
非
一
、
取
”
是
を
捨
号
非
セ

翁
正
法
眼
蔵
随
聞
記
じ

翁
守
護
国
家
論
じ

⑩
　
付
二
経
論
一検
二
是
非
一時
、

○
　
撰
択
集
明
二
準
レ
之
思
レ
之
四
字
一、
後
至
二
是
非
一。
　
　
　
　
（同
右
）

④
　
所
詮
召
二
合
真
言
禅
宗
等
謗
法
諸
人
等
一、
令
レ
決
二
是
非
一、
日
本
国

一

同
為
二
日
蓮
弟
子
檀
那
一

■
日
蓮
書
状
」
弘
安
元
年
三
月
二
十

一
日
　
本
土
寺
所
蔵
）

こ
れ
ら
の
例
は
、
「定
是
非
」
「
分
是
非
」
「決
是
非
」
な
ど
争
論
の
場
に
お
い

て

〈是
か
非
か
〉
の
判
断
を
下
す
場
合
の
も
の
が
多
い
。

な
お
、

⑩
・　
両
箇
之
間
、
是
非
如
何
。
翁
玉
葉
」
承
安
二
年
間
十
二
月
二
十

一
日
）

⑩
　
殊
被
二
尋
沙
汰
・之
間
、
已
迷
二
是
非
一了
。

（同
右
、
嘉
応
二
年
二
月
二
十

一
日
）

①
　
一
切
無
二
重
仰
旨
・、
迷
二
是
非
一畢
。翁
吾
妻
鏡
」
建
久
四
年
八
月
十
日
）

翁
守
護
国
家
論
じ

⑫
　
於
二
末
学
一是
非
難
レ
定
、

な
ど
の
文
末
部
は

〈是
か
非
か
〉
の
判
断
が
つ
き
に
く
い
と
い
う
こ
と
か
ら
否

定
に
つ
な
が
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

ま

た
、

⑬
・　
景
時
申
二
其
由
二
品
一。
付
二
是
非
一元
二
御
旨
・。
則
召
二
重
忠
行
平
於
御

翁
吾
妻
鏡
」
文
治
三
年
十

一
月
二
十

一
日
）

工削
一、

⑭
　
重
忠
申
二
不
レ
発
レ
矢
之
由
・。
其
後
付
二
是
非
・無
二
御
旨
・。

（同
右
、
文
治
五
年
八
月
十

一
日
）

⑮
・　
若
垂
二
慈
恵
一、
有
二
御
返
報
一者
、
可
レ
被
落
ヨ
置
干
比
内
郡
辺
一。
就
二

其
是
非
一、
帰
降
可
二
走
参
一之
趣
載
レ
之
。

（同
右
、
文
治
五
年
八
月
二
十
六
日
）

は
、
是
非
に
つ
い
て
判
断
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
で

〈是
か
非
か
〉
を
問
題
に

し
て
い
る
。
し
か
し
、

⑩
　
兄
弟
相
論
事
、
於
二
向
後
一者
、
付
二
是
非
一可
レ
被
レ
仰
二
和
平
一之
由
、

は
濶

講

時

議

是
び

ぶ

、
勇

蝿

｝
』

姓

妊

２

製

な
ど
、
慣
用
的
な
意
味
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
法
は
、

後
で
見
る
⑩
の

「報
恩
抄
」
、
①
の

「
四
條
頼
基
陳
状
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

Ｂ
群
⑦
　
此
事
不
審
、
先
例
或
二
三
丈
、
或
四
五
丈
去
レ
之
、
練
連
者
也
ヽ
今
之

作
法
、
不
レ
知
二
是
非
一。　
　
　
　
　
　
３
玉
葉
』
嘉
応
三
年
正
月
三
日
）

①
　
雖
レ
不
レ
知
二
是
非
一、
依
二
近
代
之
例

、（同
右
、
承
安
元
年
九
月
九
日
）

⑩
・　
於
二
末
法
一付
二
世
間
出
世
一先
レ
非
為
レ
後
レ
是
与
レ
我
不
レ
知
二
是
非

、

愚
者
所
レ
可
レ
歎
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
守
護
国
家
論
じ

な
ど
、
「
不
知
是
非
」
は
中
古
の
変
体
漢
文
に
見
ら
れ
た
意
味
用
法
と
同
じ
く

〈是
か
非
か
わ
か
ら
な
い
〉
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

⑩
　
於
レ
今
者
早
随
二
被
レ
下
院
宣
一、
不
レ
論
二
是
非
一、
令
レ
退
コ
出
堺
内
一之

後
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ヨ
ロ妻
鏡
」
元
暦
二
年
四
月
二
十
六
日
）

①
一　
自
今
以
後
、
不
レ
論
二
是
非
一、
不
レ
可
レ
有
二
御
沙
汰
Ｌ
々
。

（同
右
、
宝
治
二
年
五
月
十
五
日
）

な
ど
、
「
不
論
是
非
」
も
中
古
の
使
い
方
と
同
じ
く

〈是
非
に
か
か
わ
ら
ず
〉

〈
と
に
か
く
〉
〈と
や
か
く
言
わ
ず
〉
な
ど
の
慣
用
的
な
意
味
に
な
っ
て
い
る
。



「
不
論
是
非
」
と
同
じ
慣
用
的
な
意
味
で
、
「
論
」
の
代
わ
り
に

「申
」
や

「
云
」
を
用
い
た
も
の
に
、

⑫
　
今
賞
追
可
レ
被
レ
仰
者
、
江
間
殿
不
レ
被
レ
申
二
是
非
一、
啓
二
畏
奉
之
由
一、

退
出
給
．√
。
　
　
　
　
　
　
　
（〓
口妻
鏡
」
寿
永
元
年
十

一
月
十
四
日
）

〇
一
非
レ
無
二
其
謂
一、
不
便
聞
食
者
也
、
不
レ
云
二
是
非
一、
令
レ
止
二
地
頭
一

給
者
、
可
Ｌ
旦
事
欺
、
依
レ
為
二
難
レ
去
事
一、
重
所
二
仰
遣
一也
。

３
後
白
河
法
皇
院
宣
」
文
治
六
年
三
月

一
日
　

「吾
妻
鏡
」
三
月
九
日
）

が
あ
る
。

〇
　
前
駆
等
悉
引
コ
落
自
，
馬
了
一√
Ｏ
神
心
不
レ
覚
、
是
非
不
レ
弁
。

翁
玉
葉
』
嘉
応
二
年
十
月
二
十

一
日
）

⑮
　
乗
二
便
宜
一、
強
廻
二
座
末
・、
自
レ
前
給
レ
之
、
是
非
未
レ
弁
。
可
否
難
レ

審
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
右
、
嘉
応
三
年
正
月
三
日
）

①
・　
是
短
慮
迷
易
、
不
レ
弁
二
是
非
一之
間
、

■
吾
妻
鏡
」
文
暦
二
年
間
六
月
三
日
）

な
ど
、
「
不
弁
是
非
」
「
是
非
不
弁
」
「
是
非
未
弁
し

は
字
義
ど
お
り
の

〈是

か
非
か
の
見
分
け
が
で
き
な
い
〉
の
意
味
で
あ
る
。

⑦
　
頼
経
朝
臣
事
、
証
文
等
出
来
者
、
不
レ
及
二
是
非
一事
歎
。

（
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
三
月
二
十
日
）

○
　
此
等
諸
宗
高
祖
多
分
四
依
菩
薩
欺
、
定
有
二
所
存
一、
不
レ
及
二
是
非
一。

翁
守
護
国
家
論
じ

の

「
不
及
是
非
」
は

〈是
か
非
か
を
論
ず
る
に
及
ば
な
い
〉
の
意
か
ら

〈と
や

か
く
言
っ
て
お
れ
な
い
〉
〈仕
方
な
い
〉
な
ど
の
意
味
に
近
づ
い
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、

〇
一
御
成
敗
之
後
、
不
レ
用
二
御
下
知
一、
於
レ
致
二
狼
藉
一者
、
不
レ
及
二
子

細
一、
未
断
之
時
、
無
二
是
非
一被
二
差
遣
一者
、
尤
界

上
子
細
一、
可
レ

被
二
重
仰
一者
。
　
　
　
　
　
　
（コ
ロ妻
鏡
』
建
長
六
年
十
月
十
二
日
）

⑩
　
滋
為
実
阿
寄
事
於
処
分
相
論
篇
、
任
雅
意
、
無
是
非
押
入
祐
貫
之
住
宅
、

犯
機
所
崇
之
神
木
、
検
封
御
供
所
神
館
畢
。

寄
春
日
社
司
解
」
文
永
二
年
八
月

『鎌
倉
遺
丈
』
九
三
四

一
）

〇
　
去
建
長
年
中
比
、
辻
入
道
殿
不
慮
之
外
望
申
之
間
、
無
是
非
充
乗
蓮
之

旨
、　
　
　
　
　
　
　
翁
若
狭
太
良
庄
百
姓
等
申
状
」
文
永
七
年
七
月
）

⑫
・　
仰
、
就
二
本
家
之
号
一無
〓
是
非
一収
公
。
思
二
其
不
，
知
レ
恩
、
不
レ
異
〓

岐
下
野
人
一。
　
　
　
　
　
　
　
（「宣
旨
」
弘
安
八
年
十

一
月
十
三
日
）

な
ど
の

「無
是
非
」
は
、
中
古
の
仮
名
文
に
見
ら
れ
た

「
是
非
な
く
／
う
」
に

あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

「無
是
非
」
も
慣
用
的
な
意
味
に
な
っ
て
い
る
が
、

中
古
の

「
是
非
な
く
／
う
」
と
も
異
な
り
、
〈是
非
に
関
係
な
く
〉
〈ど
の
よ
う

で
あ
れ
〉
〈無
理
や
り
〉
な
ど
の
意
味
を
表
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
慣
用
的
、
常
套
的
な
表
現
以
外
の
も
の
に
、

④
　
僧
正
返
事
云
、
凡
是
非
不
レ
覚
云
々
。

「
玉
葉
」
嘉
応
二
年
八
月
二
十
九
日
）

⑭
　
不
レ
礼
コ
明
是
非
・者
、
傍
輩
乗
レ
勝
、
濫
訴
依
レ
不
レ
可
レ
絶
、

翁
吾
妻
鏡
』
文
暦
二
年
七
月
二
十
九
日
）

な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
字
義
ど
お
り

〈是
か
非
か
が
わ
か
ら
な
い
〉
〈是

か
非
か
を
純
明
し
な
い
〉
の
意
で
あ
る
。

□
　
漢
字
仮
名
交
り
文
な
ど

Ａ
群
単
純
に

〈是
と
非
〉
〈是
か
非
か
〉
を
問
題
に
し
て
い
る
も
の
に
次
の
よ
う

な
例
が
見
ら
れ
る
。



〇
　
か
の
知
、
す
な
は
ち
縁
に
あ
ふ
と
こ
ろ
に
、
よ
く
好
悪
お
わ
き
ま
へ
、

是
非
を
わ
き
ま
ふ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
辮
道
話
し

④
　
其
後
ハ
、　
一
切
ノ
是
非
ヲ
管

ズ
ル
コ
ト
無
ク
、■
正
法
眼
蔵
随
聞
記
じ

⑦
　
又
出
世
法
門
ノ
事
、
大
小
篠
鋭

数
「理
ヽ
因
果
ヲ
ワ
キ
マ
ヘ
、
是
非

ヲ
知
テ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
右
）

⑭
・　
教
は
ま
さ
り
と
し
れ
ど
も
、

更
す
。

⑩
　
的
値
ノ
匙
栞
ヲ
サ
た^
ム
埜^
キ
ニ
テ

⑩
・　
正
直
ニ
シ
テ
道
理
ヮ
ワ
キ
マ
ヘ
是
非
ラ
判
シ

こ
れ
ら
の
例
は
、
「
是
非
を
弁
ふ
」
「
是
非
を
定
む
」

〈是
か
非
か
〉
の
判
断
を
下
す
場
合
の
も
の
が
多
い
。

ま
た
、

①
　
或

ハ
言
語
ニ
ツ
ケ
、
善
悪
是
非
、
世
人
ノ

んも
ん
じ
き
ち

見
聞
識
知
ヲ
思
フ
テ
、

⑫
　
護
源
壇
認
ノ
欄^
）ノ
ア
ヵ
シ
ノ
攣
ビ
シ
サ
ニ
（『正
法
眼
蔵
随
聞
記
じ

（
ゼ
ヒ
ト
ク
シ
チ
）
　

　

忘

是
非
得
失
モ
ワ
ス
ラ
レ
ニ

ケ
リ

翁
明
恵
上
人
歌
集
し

で
は
、
「
善
悪
」
や

「
得
失
」
と
対
に
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
「
是
非
」
に
原
義

が
残

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

①
　
祉
就
は
か
り
が
た
し
。
い
か
で
か
違
碑
を
わ
き
ま
へ
ん
や
。
欝
彗
の

よ
し
を
し
め
し
給
へ
。

〇
　
進
退
惟
き
は
ま
れ
り
、
是
非
い
か
に
も

雑
　
　
　
　
「保
元
物
語
じ

な
が
た
し
。

翁
平
家
物
語
』
二
）

⑮
　
但ｔ

肝
難
設
し
ヽ
是
非
に
ま
ど

へ
る
が
潔
に
、
顧
卜
悦
ざ
し
を
は
ュ
確

、

に
せ
ず
。

（同
右
、
三
）

是
非
を
あ
ら
わ
さ
ん
が
た
め
に
、
法
を

翁
顕
謗
法
抄
し

翁
歎
異
抄
じ

翁
沙
石
集
」
三
）

「
是
非
を
判
ず
」
な
ど

な
ど
の

「
是
非
」
に
も

〈是
か
非
か
〉
と
い
う
原
義
が
残
っ
て
い
る
点
は
先
の

例
と
同
じ
で
あ
る
が
、
〈是
か
非
か
〉
の
判
断
が
つ
き
に
く
い
と
い
う
こ
と
か

ら
全
体
と
し
て
否
定
に
連
続
す
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
例
に
は
、
い
ず
れ
も

〈是
と
非
〉
〈是
か
非
か
〉
と
い
う
対
義
性
が

見
ら
れ
た
。
し
か
し
、

⑩
　
世
間
の
洗^
議
、
人
の
是
非
、
自
他
の
た
め
に
失
お
ほ
く
、
得
べ

し
。

翁
徒
然
草
じ

の

「是
非
」
は

〈批
判
〉
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

〈是
と
非
〉
の
う
ち
の

〈非
〉
の
方
に
重
点
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
こ

の
よ
う
な
対
義
性
が
薄
れ
偏
義
的
に
使
わ
れ
る
名
詞
の

「
是
非
」
は
当
代
の
他

の
例
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

さ
て
、

①
・　
夢
の
中
の
有
無
は
有
無
と
も
に
無
な
り
。
ま
ど
ひ
の
前
の
是
非
は
是

非
と
も
に
非
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
発
心
集
じ

⑬
　
迷
ノ前
ノ
是
非
ハ是
非
倶
二非
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
（『沙
石
集
」
三
）

⑩
　
妄
情
′
上
ノ
是
非
ナ
レ
ハ
是
非
共
二
非
ナ
ル
ヘ
シ
　
　
　
（同
右
、
三
）

の

「
是
非
と
も
に
」
は
仏
教
の
教
え
を
説
く
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
〈是

と
非
の
両
方
共
に
〉
〈是
で
あ
れ
非
で
あ
れ
〉
の
意
で
あ
り
、
中
世
後
期
に
出

現
す
る
副
詞

「
是
非
と
も
に
」
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る

（
二
―
四
―
三
を
参

昭
じ
。
⑩
　
い
と
ま
あ
ら
ん
と
を
も
わ
ば
、
父
母

・
師
匠

。
国
主
等
に

麟
ぃ
て
は

叶
べ
か
ら
ず
。
是
非
に
つ
け
て
、
出
離

の
道
を
わ
き
ま
へ
ざ
ら
ん
ほ
ど

は
、
父
母

。
師
匠
等
の
心
に
随
べ
か
ら
ず
。　
　
　
　
　
　
３
報
恩
抄
じ

が
解
麟
‰
ビ
野
【先
期
吻
舞
覗
』
れ
利



六
月
二
十
五
日
　

「鎌
倉
遺
文
」

一
二
七
六
四
）

な
ど
の

「是
非
に
つ
け
て
」
は

〈ど
う
し
て
も
〉
〈ど
う
あ
つ
て
も
〉
な
ど
の

慣
用
的
な
意
味
で
あ
り
、
①
の
変
体
漢
文
に
見
ら
れ
る

「
付
是
非
」
に
対
応
す

る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
⑩
①
の
両
例
と
も
日
蓮
聖
人
の
手
に
な
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
か
ら
或
い
は
、
当
時
、
東
国
の
方
で
使
わ
れ
出
し
た
新
し
い
表

現
で
あ
っ
た
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

Ｂ
群
⑫
　
我
心
の
善
悪
是
非
を
論
ぜ
ず
。　
　
　
　
　
　
　
名

一
遍
上
人
語
録
し

①
　
理
不
尽
に
是
非
も

飛
ぇ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『撰
時
抄
じ

⑭
　
、■
赫
艦
は
を
さ
な
け
れ
睡
き
ヵ
を
し
ら
ず
。　
　
　
■
平
治
物
語
じ

⑮
　
泣
て
物
を
申
せ
ば
ぜ
ひ
も
聞
え
ぬ
に
、
な
か
で
申
さ
せ
給
は
で
。
（同
右
）

な
ど
の

「是
非
」
は
原
義
ど
お
り
の

〈是
と
非
〉
〈是
か
非
か
〉
な
ど
を
意
味

し
て
い
る
。
し
か
し
、

⑩
　
不シ
知ラ
ヌ
世
界
サ
レ
島
町

二寄
カ
タ
ル
賢
キ
事

，
是ゼ
非ヒ
ヲ
タ
一で
く

皆
ぶ
ヒ
可
る

貧
今
昔
物
語
集
』
五
ノ
一
）

⑫
　
曖^
）、
圧
る
ま

にゝ
是ぜか
も
し
ら
ず
、
雌
ま
ろ
び
て
、
お
が
み
対
て
、

つ
ち
に
う
つ
ぶ
し
た
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
宇
治
拾
遺
物
語
じ

①
　
是ぜ
れ
に
遷
句
べ
か
ら
ず
。
部
ま
っ驚
か
ら
め
と
２
て
、
土と
佐さ
の
鰹
へな

が
せ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
平
家
物
語
」
四
）

な
ど
の

「
是
非
」
で
は

〈是
か
非
か
〉
と
い
う
原
義
が
幾
分
薄
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
「
是
非
を
云
は
ず
」
、
「是
非
も
知
ら
ず
」
、
「
是
非
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
」

と
い
っ
た
句
全
体
が
、
順
に

〈と
や
か
く
言
わ
ず
〉、
〈夢
中
に
な
っ
て
〉、
〈と

や
か
く
言
っ
て
お
れ
な
い
〉
な
ど
の
意
に
解
さ
れ
る
、
慣
用
的
な
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
前
代
か
ら
見
ら
れ
た

「
是
非
も
知
ら
ず
」
が
当
代
で
も

ほ
ぼ
同
様
の
意
で
あ
る
こ
と
や
、
「
是
非
を
云
は
ず
」
、
「
是
非
に
及
ぶ
べ
か
ら

ず
」
が
、
変
体
漢
文
に
見
ら
れ
る

「
不
云
是
非
」
、
「
不
及
是
非
」
の
意
味
と
ほ

ぼ

一
致
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

こ
の
他
の
慣
用
的
な
も
の
と
し
て
は
、
「
是
非
な
く
」
が
あ
る
。

⑩

餘
五
ガ影
サ拠
慇
彙
元
ク響
川
ζ
屋
某
二火
ヲ鰐
ス
向
フ者
ヲバ拉
釉
；
、

翁
今
昔
物
語
集
』
二
五
ノ
五
）

⑪
　
五
鶴
階
は
新
八
の
御
お^
´
、ゝ）
当
は
らわ
み
や
、
数
■
（の枠
”
を
う

け
さ
せ
ま
し
ま
す
に
よ
つ
て
、
ぜ
ひ
な
く

位

を
を
し
と
ら
れ

給

て
、

せ
め
て
二
十
年
の
御
宝
算
を
だ
に
も
た
も
た
せ
給
は
ず
、翁
保
元
物
語
じ

⑪
　
さ
り
と
て
は
任
柾
争
の
五ご
の
群
へ
わ
た
る
べ
し
。
ぼ
乳減
配
を
ば

薦^
■
べ
か
ら
ず
。
是
非
な
く
か
き
入
る
べ
し
。　
　
　
　
　
　
（同
右
）

⑫
　
き
ル
な
く
御
馬
の
う
ち
へ
や^
へ
り．げ
け
ヽ
ぶ
３
駐書
を
あ
げ
て
♯^「
）

け
る
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
平
家
物
語
」
五
）

当
代
の
変
体
漢
文
に
見
ら
れ
る

「無
是
非
」
の
用
法
と
同
じ
く
、
〈ど
の
よ
う

で
あ
れ
〉
〈無
理
や
り
〉
な
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
中
古
の

「
是
非

な
く
／
う
」
と
は
意
味
上
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。

以
上
、
中
世
前
期
の
名
詞
用
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、

１
　
様
々
な
資
料
に
多
数
の
用
例
が
見
ら
れ
日
常
語
化
し
て
い
る
こ
と

２
　
前
代
と
は
違
っ
た
意
味
用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と

３
　
当
代
に
お
い
て
も
、
変
体
漢
文
と
漢
字
仮
名
交
り
文
な
ど
と
で
は
、

「
是
非

（も
）
知
ら
ず
」
■
不
知
是
非
し

の
よ
う
に
、
意
味
用
法
が
異
な

る
も
の
が
あ
る
こ
と



４
　
慣
用
的
な
表
現
が
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
Ｂ
群
の
用
例
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
否
定
語
句
を
伴
っ
て
定
着
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

ニ
ー
三
―
二
　
動
詞
用
法

変
体
漢
文
の

⑬
　
諸
人
愁
訴
相
積
之
由
、
依
二
聞
食
・之
、
年
内
可
レ
令
二
是
非
一之
旨
、

被
レ
仰
二
奉
行
人
等
Ｌ
々
。
　
　
　
（〓
口妻
鏡
」
建
保
四
年
十
二
月

一
日
）

は
、
「
可
令
是
非
」
と
あ
り
、
「
是
非
」
が
動
詞
的
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、

⑪
　
参
院
、
今
日
医
家
等
奉
レ
見
、
或
申
二
増
之
由
・、
或
称
レ
減
。
以
レ
何

可
二
是
非
一哉
。　
　
　
　
　
　
　
翁
玉
葉
」
仁
安
二
年
間
七
月
十
五
日
）

⑪
尤

方
申
，

１

薇

酬
げ
郵
魏

琳

な
ど
の

「
是
非
」
も
、
疑
間
詞
と
共
起
し
て
い
た
り
、
消
極
的
意
味
を
も
つ
語

と
結
合
し
て
い
た
り
す
る
が
、
依
然
、
動
詞
的
に
使
わ
れ
て
い
る
点
で
⑬
と
同

じ
で
あ
る
。

次
の
⑪
ｌ
⑪
に
見
る
と
お
り
、
漢
字
仮
名
交
り
文
の
例
か
ら
は
、
明
ら
か
に

サ
変
動
詞
と
し
て
読
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
漢
語
を
動
詞
と
し
て
用
い
る
時

に
は
サ
変
動
詞
化
す
る
の
が

一
般
で
あ
る
か
ら
、
「
是
非
す
」
と
い
う
動
詞
形

の
発
生
は
ご
く
自
然
と
言
え
る
。

①
　
そ
れ
、
も
ろ
／
ヽ
の
道
理
を
ま
も
り
て
き
か
す
と
も
ヽ
税
滅
の
を
学
が

為
に
お
こ
し
給
へ
る
大
悲
の
別
話
「
な
れ
ば
、　
　
　
　
　
■
発
心
集
じ

①
　
さ
れ
ど
、

観
く
離
〉に

随

ひ
、
廻
向
に
よ
る
事
な
れ
ば
、
凡
下

の

匙
禦
す
べ
き
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
右
）

⑪
　
誠
二是
非
ス
ル
事
ナ
カ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『沙
石
集
』
二
）

⑪
　
方
便
ノ
義
門
暫
ク
異
ナ
ル
ヲ
是
非
ス
ル
事
ナ
カ
レ
　
　
　
（同
右
、
四
）

⑪
　
牛
羊
ノ
眼
ヲ
以
テ
他
人
ヲ
評
量
ス
ル
事
ナ
カ
レ
ト
イ
ヘ
リ
何
ノ
一ホ
ノ
学
者
モ
タ

カ
ヒ
ニ
是
非
ス
ル
事
由
ナ
ク
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
右
、
四
）

⑪
　
聖
道
浄
土
ヲ
分
別
シ
是
非
シ
テ
念
仏
ノ
功
ヲ
入
レ
ヌ
ニ
ヤ

　

（同
右
、
六
）

⑫
　
が
暉
露
慨
の
御
く鮮
て、
牡̈
円是ぜか
す
べ
か
ら
ず
と
い
ひ
な
が
ら
、

翁
保
元
物
語
じ

①
　
己
が
（舞
、っぶ
）に
あ
ら
ざ
る
物
を
ば
、
あ
ら
そ
ふ
べ
か
ら
ず
。
是
非

す
べ
か
ら
ず
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
徒
然
草
じ

以
上
の
よ
う
に
、
「
是
非
す
」
は

〈是
か
非
か
批
評
す
る
〉
と
い
う
こ
と
か
ら
、

「
是
非
す
べ
か
ら
ず
」
「
是
非
す
べ
き
に
あ
ら
ず
」
「
是
非
す
る
こ
と
な
か
れ
」

な
ど
、
多
く
は
否
定
の
形
で

〈批
判
す
べ
き
で
は
な
い
〉
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
当
代
の
動
詞
用
法
の
用
例
数
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
公
卿
日
記
、
記
録
な
ど
の
変
体
漢
文
を
は
じ
め
、
漢
字
仮
名
交

り
文
の
説
話
集
、
軍
記
物
語
、
随
筆
な
ど
の
種
々
の
資
料
に
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
日
常
語
化
が
進
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
―
三
―
一一一　
副
詞
用
法

「
是
非
」
の
副
詞
用
法
は
、
原
卓
志
氏
の
報
盛
％
に
も
あ
る
よ
う
に
、
中
世

前
期
に
初
め
て
出
現
す
る
。

変
体
漢
文
に
は
、

⑪
　
是
非
可

レ
シ
随
フ
、
師
弟
如
ャ
レ
是
ク
ノ
０
翁
下
山
抄
』
建
治
三
年
六
月
）

①
　
一
門
之
評
儀
難
黙
止
之
間
、
是
非
可
随
計
之
由
、
返
答
之
処
、
重
心
不

叙
用
７
。



翁
渋
谷
重
心
重
陳
状
案
」
嘉
元
四
年
正
月
　
「鎌
倉
遺
文
』
三
二
五

一
六
）

⑪
　
是
非
早
速
可
差
下
候
、
抑

一
級
事
御
免
之
条
、
面
目
候
、

翁
金
沢
貞
顕
書
状
」
徳
治
二
年
二
月

一
日
　
「鎌
倉
遺
文
」
三
二
八
四
〇
）

な
ど
の
例
が
見
ら
れ
る
。
変
体
漢
文
の
例
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
次
の
①
ｌ

⑫
の
漢
字
仮
名
交
り
文
の
例
で
は
、
「
是
非
に
」
と

「
是
非
」
の
両
語
形
の
並

存
が
見
ら
れ
る
。

①
　
コ
ノ
外
二
別
二
心
へ
候
ヘ
ハ
、
往
生
ヲ
シ
ソ
コ
ナ
ヒ
候
、
又
ソ
レ
ノ
ハ

ラ
ノ
ア
シ
キ
事
、
京
ニ
モ
御
所
中
ニ
モ
カ
ク
レ
ナ
ク
候
、
是
非
二
御
ナ
ヲ

シ
候
ベ
ク
候
、

翁
源
空
肇
書̈
状
」
建
永
二
年
正
月
朔
日
　

「鎌
倉
遺
文
』

一
六
六
三
）

こ
の
①
は
、
副
詞
用
法
の
全
用
例
中
、
最
も
古
い
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は

「
是
非
に
」
の
形
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、

⑪
　
頼
基
を
は
、
傍
輩
こ
そ
無
礼
な
り
と
思
は
れ
候
ら
め
と
も
、
世
事
に
を

き
候
て
は
、
是
非
父
母

・
主
君
の
仰
に
随
参
候

へ
し
、
年
四
条
頼
基
陳

一唯
」
建
治
三
年
六
月
二
十
五
日
　

『鎌
倉
遺
文
』

一
二
七
六
四
）

⑪
　
何
様
事
候
哉
覧
、
専
備
た
く
存
候
、
是
非
当
時
御
事
と
申
候
い
、
御
房

中
御
事
と
申
候
い
、
便
宜
之
奉
公
忠
候
之
様
二申
た
く
候
、

牟
大
江
政
国
書
状
」
永
仁
二
年
二
月
十
日

『鎌
倉
遺
文
」

一
八
五
〇
三
）

⑪
・
ち
う
け
ん

一
人
は
か
り
あ
ひ
く
し
て
わ
う
し
ゃ
く
の
あ
り
さ
ま
た
る
ゆ

へ
に
せ
ひ
け
ん
さ
ん
に
い
る
ヽ
ふ
き
や
う
な
か
り
し
あ
ひ
た

翁
蒙
古
襲
来
絵
詞
じ

な
ど
に
は

「
是
非
」
の
形
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
⑪
⑪
に
つ
い
て
は
或
い
は

「
に
」
の
無
表
記
と
い
う
可
能
性
も
残
る
が
、
⑪
の
語
形
は
明
ら
か
に

「是
非
」

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
是
非
に
」
と

「
是
非
」
の
両
形
が
見
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、

両
者
と
も
、
意
志

・
願
望

・
命
令
な
ど
の
肯
定
表
現
の
中
で

〈ど
う
し
て
も
〉

〈
ど
う
に
か
し
て
〉
な
ど
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
是
非
に
」
の
方
が
古

い
形
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
以
外
は
、
両
者
に
違
い
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
十
三
世
紀
に
初
め
て
副
詞
用
法
が
出
現
し
た
こ
と
や
、
あ
ま
り

広
く
使
わ
れ
ず
書
状
に
用
例
が
偏
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

二
―
四
　
中
世
後
期

二
―
四
―

一　
名
詞
用
法

中
世
前
期
と
同
様
に
、
変
体
漢
文
の
も
の
と
漢
字
仮
名
交
り
文
な
ど
の
も
の

と
に
分
け
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
Ａ
群
と
Ｂ
群
と
に
分

け
て
考
察
す
る
。

日
　
変
体
漢
文

Ａ
群
⑪
　
経
・■
決
是
非
一之
後
、
可
レ
付
コ
渡
国
奉
行
方

。
翁
建
武
新
政
の
法
じ

⑫
　
不
知
行
露
顕
之
時
、
可
レ
入
二
本
訴
是
非
一之
由
雖
二
申
請
一、

η
暦
応
雑
訴
法
じ

②
　
就
二
訴
陳
・可
レ
被
レ
注
コ
進
是
非
一之
由
、　
　
　
　
　
　
　
　
（同
右
）

②
　
妄
称
二
庄
家
之

一
揆
一、
就
二
是
非
一不
レ
可
レ
致
二
嗽
々
群
訴

。

翁
山
城
久
世
庄
百
姓
請
文
」
貞
和
二
年
七
月
十
九
日
）

こ
れ
ら
は

「
是
非
」
が
目
的
格
そ
の
他
な
ど
に
立
っ
て
名
詞
的
に
使
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
〈是
か
非
か
〉
の
判
断
を
問
題
に
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
②
の

「
就
是
非
」
は
、
前
代
の

「吾
妻
鏡
』
の
例
⑮

「
就
其
是
非
」
に

連
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



② B
群
不
レ
可
レ
申
・■
言
之
是
非
一者
也
、

翁
薬
師
寺
元
長
請
文
」
明
応
六
年
十
月
五
日
）

然
而
無
二
是
非
一被
二
押
壊
召
一之
条
、
御
領
破
壊
之
基
也
。

翁
若
狭
太
良
庄
百
姓
等
申
状
」
建
武
元
年
八
月
）

百
性
計
会
無
二
是
非
一候
。

翁
丹
波
大
山
庄
市
井
谷
百
姓
等
申
状
」
文
安
二
年
十

一
月
二
十
八
日
）

②
　
於
二
守
護
方
一訴
申
之
間
、
不
レ
及
二
是
非
・、
同
十
六
日
使
者
渋
屋

全
名

不
Ｕ
馬
四
郎
等
令
二
入
部
一、

翁
若
狭
太
良
庄
百
姓
等
申
状
」
康
永
元
年
十

一
月
）

⑪
　
会
之
事
、
十
四
人
於
二
談
合
一者
、
不
レ
及
二
是
非
一候
。

「
掟
書
」
（近
江
守
山
か
）
天
正
四
年
二
月
二
十
日
）

前
代
に
慣
用
的
に
使
わ
れ
た

「無
是
非
」
「
不
及
是
非
」
な
ど
が
、
右
の
よ

う
に
当
代
に
も
見
ら
れ
る
。

□
　
漢
字
仮
名
交
り
文
な
ど

Ａ
群
単
純
に

〈是
と
非
〉
〈是
か
非
か
〉
を
問
題
に
し
て
い
る
も
の
に
次
の
よ
う

な
例
が
見
ら
れ
る
。

⑪
　
く
わ
う
は
、
い
ま
だ
真
俗
の
こ
り
、
是
非
に
た
づ
さ
は
り
給
ひ
き
。

翁
曽
我
物
語
じ

⑪
　
一剛
王
ノ
是
非
ヲ
後
王
ノ

誠

二
備

ル
者
也
。
　

翁
太
平
記
」
三
五
）

⑫
　
是
非
を
定
む
べ
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
曲
付
次
第
じ

⑬
　
ま
し
て
不
ル
レ
解
セ
文
字
の
き
れ
、
是
非
を
云
て
は
無
益
か
な
。

（御
伽
草
子

『鵬
鷺
物
語
じ

③
　
君
ノ
政
ノ
得
失
是
非
ヲ
知
ラ
ル
ヽ
ホ
ト
ニ

　

（京
大
本

『論
語
抄
じ

③
　
是
非
ヲ
キ
ツ
カ
ト
明
ニ
シ
タ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『史
記
抄
じ

③
　
是
非
ヲ
云
ハ
ウ
ト
ス
レ
ド
モ
　
　
　
　
　
（『
四
河
入
海
」

一
八
ノ

一
）

①
　
是
非
ヲ
分
別
セ
ラ
ル
レ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「毛
詩
抄
じ

こ
の
他
、
抄
物
に
は
、
京
大
本

『論
語
抄
」
の

「
是
非
ヲ
詳
ニ
シ
テ
」
「
是
非

ヲ
云
」
、
「史
記
抄
」
の

「褒
貶
是
非
ヲ
分
別
シ
テ
」
「
是
非
ヲ
慮
レ
ハ
」、
「
四

河
入
海
』
の

「波
瀾
ハ
世
間
ノ
是
非
ノ
波
瀾
」
「
是
非
ヲ
決
断
セ
ヨ
ソ
」
な
ど

の
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
は
、
「是
非
」
を
目
的
語
に
し
て

「
是
非
を
定

む
」
「
是
非
を
分
別
す
」
「
是
非
を
決
断
す
」
な
ど

〈是
か
非
か
〉
の
判
断
を
下

し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、

⑬
　
由
日我
太
郎
、
是
非
を
わ
き
ま
へ
か
ね
て
、　
　
　
　
　
Ｃ
曽
我
物
語
じ

⑪
　
進
退
こ
こ
に
き
わ
ま
っ
て
、
是
非
い
か
に
も
わ
か
ち
が
た
い
儀
ぢ
ゃ
。

傘
天
草
版
平
家
物
語
じ

な
ど
も
先
の
例
と
同
じ
く

〈是
か
非
か
〉
を
問
題
に
し
て
い
る
が
、
消
極
的
意

味
を
も
つ
語
と
共
起
し
て
い
る
た
め
全
体
は
否
定
表
現
に
傾
斜
し
て
い
る
。

以
上
の

「
是
非
」
に
は

〈是
と
非
〉
〈是
か
非
か
〉
と
い
う
対
義
性
が
見
ら

れ
た
。
し
か
し
、

⑩
　
露^
‐邸
）を
費^
薇
）し
て
ヽ
鵡^
地
に
見
風
の
匙
栞
あ
る
べ
き
事
を
用
心

し
て
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
遊
楽
習
道
風
見
し

の

「
是
非
」
は
、
⑩
⑬
⑪
と
同
じ
く

〈非
〉
な
い
し
は

〈批
判
〉
と
解
さ
れ
る

の
で
、
偏
義
的
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
前
代
に
使
わ
れ
出
し
た

「
是
非
に
つ
け
て
」
は
、
当
代
も
、

⑪
　
是
非
ニ
ツ
ケ
テ
三
卜
争
ヲ
ウ
ト
云
程
ニ
ゾ
　
　
　
　
　
（『
周
易
抄
じ

⑫
　
凡
為
士
モ
ノ
ハ
未
得
其
官
則
是
非
ニ
ツ
ケ
テ
及
第
シ
テ
官
ヲ
得
テ
ハ
ト



思
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（一
四
河
入
海
』
三
ノ

一
）

⑭
　
是
非
ニ
ツ
ケ
テ

一
度
ハ
宰
相
二
御
ナ
リ
ナ
ウ
テ
ハ
カ
ナ
フ
マ
イ
ソ

（同
右
、　
一
〇
ノ
ニ
）

の
よ
う
に
見
ら
れ
、
現
代
語
の

「
是
非
」
と
同
じ
く

〈ど
う
し
て
も
〉
〈
必
ず
〉

な
ど
の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
是
非
と
も
に
」
も
前
代
に
見
ら
れ
た
が
、
当
代
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
見

ら
れ
る
。

⑪
　
そ
れ
、
ま
よ
ひ
の
前
の
是
非
は
、
是
非
と
も
に
非
な
り
。
■
曽
我
物
語
じ

（お
も
し
ろ
く
）　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
な
く
　
　

な^
か
）　
　
　
　
　
　
　
　
＾
も
し
）

①
　
面

白

て
、
是
非

・
善
悪
も

征
一
ら
ん
位
や
、　
若

、
空
則
是
色
に
て

あ
る
べ
き
。
題
・拒
幾^
）に
面
白
く
ば
、
是
非
あ
る
べ
か
ら
ず
。

翁
遊
楽
習
道
風
見
し

こ
れ
ら
は
、
〈
是
と
非
の
両
方
共
に
〉
〈是
で
あ
れ
非
で
あ
れ
〉
の
意
で
あ
り
、

」
「
四
―
三
で
述
べ
る
副
詞

「
是
非
と
も

（
に
と

と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ

２つ
。ま
た
、

⑭
　
小
人
ド
モ
ガ
ト
シ
タ
カ
ウ
シ
タ
ト
云
テ
是
非
ラ
ス
ル
程
二
上
リ
カ
ネ

テ
危
ゾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『周
易
抄
じ

の

「
是
非
ヲ
ス
ル
」
は

〈是
か
非
か
を
批
評
す
る
〉
〈批
判
す
る
〉
な
ど
の
意

で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
動
詞
用
法
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

Ｂ
群
①
　
中
／
ヽ
是
非
カ
ツ
ケ
ラ
レ
ヌ
ト
云
ハ
ル
ゝ
ソａ
四
河
入
海
』

一
九
ノ

一
）

⑬
　
賢
者
力
是
非
ヲ
別
セ
イ
テ
エ
申
サ
ヌ
テ
ハ
ナ
イ
　
　
　
（『毛
詩
抄
じ

の
よ
う
な
例
も
あ
る
が
、
多
く
は
否
定
辞
を
伴
う
特
定
の
動
詞
と
結
び
つ
い
て

常
套
句
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

⑩
　
一
向
二
是
非
ヲ
モ
、
ワ
キ
マ
ヘ
ヌ
コ
ト
也
。
翁
中
華
若
木
詩
抄
」
下
）

⑪
　
ら
う
た
い
の
感
一
見み
る
に
つ
け
て
も
、
き
れ
を
も
さ
ら
に
重
要
へ
ず
、

あ
き
れ
は
て

ぞヽ
憂
は
じ
け
る
。　
　
　
　
（御
伽
草
子
「あ
き
み
ち
じ

⑤
　
せ
ん
か
た
も
な
く
是
非
を
も

弁

へ
ず
、
た
ゞ
疱
々
と
し
て
、
年
月
を

送

（り
）
給
ひ
け
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
右
）

な
ど
の

「
是
非
を
弁

へ
ず
」
が
あ
る
。
こ
の
句
は
前
代
に
も
見
ら
れ
た
が
、
当

代
に
は
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
で
は
、
〈是
か
非

か
〉
と
い
う
原
義
が
そ
の
ま
ま
見
ら
れ
る
が
、
次
の

「
是
非
に
及
ば
ず
」
で
は

「
是
非
」
の
原
義
が
薄
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

◎

　

橋

齢

、

き

か

に

お

よ

ば

ず

し

て

、

「
（七
摯

引
用
賞

‥

こ

と

ぞ

、

返

事

し

け
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
曽
我
物
語
じ

⑬
　
其
身

一
代
ノ
事
ハ
不
及
是
非
ヌ
カ
子
孫
力
見
ナ
ラ
ウ
テ

（『毛
詩
抄
じ

③
　
そ
れ
な
ら
は
是
非
に
お
よ
ば
ぬ
、
な
ん
ぢ
是
に
こ
し
を
か
け
い

（大
蔵
虎
明
本

『
狂
言
」
「
よ
ろ
い
し

は
、
変
体
漢
文
で
の
意
味
用
法
と
同
じ
く
慣
用
的
に

〈と
や
か
く
言
っ
て
お
れ

な
い
〉
〈仕
方
な
い
〉
な
ど
の
意
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
句
は
変
体
漢
文
の
方

で
は
前
代
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
当
代
に
は
漢
字
仮
名
交
り
文
な
ど
で
も

使
用
が
見
ら
れ
、
急
速
に
用
例
が
増
加
し
て
い
て
、
慣
用
化
が

一
層
進
ん
だ
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
、

⑬
　
此
比
ノ
中
夏
ノ
儀
、
蛮
夷

僣

上
無
礼
ノ
至
極
、
不
レ
及

二
是
非
一候
。

貧
太
平
記
」
二
三
）

⑤
　
是
非
に
及
ば
ぬ
柳
爾
を
申
し
た
。
右
の

戦
の
を
ば
御
赦
免
あ
れ

翁
天
草
版
伊
曽
保
物
語
じ



の
よ
う
に
、
〈是
か
非
か
論
ず
る
に
及
ば
な
い
ほ
ど
に
、
は
な
は
だ
悪
い
〉
の

意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
中
古
か
ら
見
ら
れ
た

「
是
非
な
く
／
う
」
に
つ
い
て
は
、

⑤
　
中
々
是
非
な
く
推
参
せ
ば
や
と
思
ひ
、　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
義
経
記
じ

⑪
　
数
千
騎
引
ヘ
タ
ル
敵
ノ
中
へ
無
二
是
非
一
打

懸

リ
ケ
リ
。
■
大
平
記
」
八
）

⑪
　
身
共
を
馬
に
な
さ
う
と
仰
ら
る

にヽ
よ
つ
て
、
運
誠
な
く
み
ど
も
が
む

ま
に
な
る
程
に
、
　
　
　
　
　
　
　
（大
蔵
虎
明
本

「
狂
言
」
「
人
馬
し

⑪
　
家
に
帰
り
て
、
ぜ
ひ
な
く
女
房
を
し
か
り
、

（御
伽
草
子

「文
正
さ
う
し
き

⑪
・
子
細
ナ
イ
ト
ウ
ケ
タ
マ
ワ
ル
ハ
是
非
モ
ナ
ウ
長
り
入
タ
ソ翁
史
記
抄
じ

◎
　
往
テ
見
タ
レ
ハ
是
非
モ
ナ
ウ
面
白
ソ

　

（『
四
河
入
海
』

一
〇
ノ
三
）

の
よ
う
に
、
〈ど
の
よ
う
で
あ
れ
〉
〈無
理
や
り
〉
〈仕
方
な
く
〉
な
ど
、
文
脈

に
よ
っ
て
種
々
の
意
に
解
さ
れ
る
も
の
が
増
え
、
さ
ら
に

〈
こ
の
上
な
く
〉
の

意
に
と
れ
る
例
が
登
場
し
て
、
程
度
副
詞
的
な
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。

な
お
、
「
是
非
」
の
原
義
の
薄
れ
た
も
の
に
は
、
右
の
よ
う
な
慣
用
句
の
他

”」
、⑬
　
さ
あ
ら
ん
に
優
れ^
て
は
ヽ
是ぜ
ル
を
疑^
か
さ
ざ
る
煙
に
、
伍ご■
争
を
話

せ
ら
る
べ
き
に
ぞ
さ
だ
め
け
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
曽
我
物
語
じ

③
　
両
条

一
作
の
達
人
に
於
い
て

（は
）、
是
非
あ
る
べ
か
ら
ず
。翁
三
道
じ

な
ど
、
先
の
⑩
⑩
と
同
様
に

〈非
〉
の
方
に
意
味
の
中
心
が
移
っ
て
い
る
も
の

が
あ
る
。

以
上
、
中
世
後
期
の
名
詞
用
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、

１
　
前
代
か
ら
見
ら
れ
る

「
是
非
に
つ
け
て
」
「
是
非
と
も
に
」
「
是
非
な

く
」
「
是
非
を
弁

へ
ず
」
な
ど
の
表
現
が
依
然
と
し
て
頻
繁
に
使
わ
れ
、

そ
の
上
、
前
代
の
変
体
漢
文
に
用
い
ら
れ
て
い
た

「
不
及
是
非
」
「
是
非

に
及
ば
ず
し

が
漢
字
仮
名
交
り
文
の
方
に
も
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と

２
　
Ｂ
群
に
属
す
る
も
の
の
多
く
が
慣
用
的
な
表
現
で
あ
る
こ
と

３
　
前
代
に
登
場
し
た
、
〈非
〉
に
意
味
の
中
心
が
あ
る
偏
義
構
造
の

「
是

非
」
が
、
当
代
に
は
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
こ
と

な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

二
―
四
―
二
　
動
詞
用
法

⑪

「
是
非
ヲ
ス
ル
」
の
例
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
サ
変
動
詞
の
用
法
に

連
な
る
。
「
是
非
す
」
は
す
で
に
中
世
前
期
に
日
常
語
化
し
て
い
る
が
、
当
代

に
も
、
⑤
　
さ
れ
ば
、
少
し
き
の
変
り
目
に
て
雌
ぶ
町
の
是
非
す
る
所
を
、
人
わ

き
ま
へ
ず
。
群
「
）、
上
子
は
こ
れ
を
聞
く
べ
き
也
。　
　
傘
曲
付
次
第
じ

⑥
　
後
世
二
是
非
セ
ラ
レ
カ
セ
ウ
ス
ラ
ウ
ト
テ
　
　
　
　
　
（『史
記
抄
じ

⑥
　
千
載
マ
テ
モ
遺
文
カ
ア
リ
テ
是
非
セ
ラ
ル
ゝ
ハ
悼
シ
イ
ト
云
心
欺（同
右
）

⑬
　
我
力
詩
ヲ
作
テ

一
言
云
ヘ
ハ
人
力
是
非
ス
ル
程
ニ
ソ

翁
四
河
入
海
』
四
ノ
四
）

⑪
　
兄
弟
ト
レ
カ
重
ト
レ
カ
軽
卜
云
テ
是
非
ス
ル
コ
ト
ハ
（同
右
、　
一
五
ノ
三
）



⑩
　
剤
公
党
ヲ
是
非
ス
ル
カ
ト
疑
テ
　
　
　
　
　
　
（同
右
、
二
五
ノ
一
）

な
ど
が
見
ら
れ
る
。
用
例
が
抄
物
に
偏
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
今
回
調
査
し
た

抄
物
、
「論
語
抄

景
大
本
こ

『史
記
抄
』
『蒙
求
抄
」
「
四
河
入
海
』
『毛
詩
抄
」

『
中
華
若
木
詩
抄
』
の
中
で
も
、
「
是
非
す
」
が
見
ら
れ
る
の
は

「史
記
抄
』

（
２
例
）
と

「
四
河
入
海
」
（
４
例
）
の
み
で
あ
っ
て
、
中
世
後
期
に
は
使
用
が

少
な
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ニ
ー
四
―
一一一　
副
詞
用
法

中
世
後
期
に
は
、
往
来
物
に
も

⑪
　
是
非
年
内

一
夕
、
閑
談
之
念
願

計

候
。
御
同
意
、
尤
モ
可
”
為
ゞ
感

悦
一候
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ズ
ム
席
往
来
し

の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、

⑫
　
天

一
神
の
方
に
向
か
ひ
て
是
非
に
弓
を
引
か
ぬ
事
な
り
。含鵜
鷺
物
語
じ

〇
　
こ
れ
な
る
は
山
城
七
郎
殿
と
見
申
た
り
。
二
十
に
足
ら
ぬ
細
腕
ま
は

り
、
さ
こ
そ
お
は
す
ら
め
。
是
非
な
に
が
し
が
手
に
懸
け
申
さ
ん
（同
右
）

⑭
　
是
非
に
き
や
つ
が
恥
を
読
返
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
右
）

⑭
　
若
君
の
な
ご
り
、
か
へ
す
ハ
ヽ
も
悲
し
け
れ
難
ギ
ぜ
ひ
か
な
は
ぬ

事
な
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（御
伽
草
子

「木
幡
狐
じ

な
ど
、
御
伽
草
子
類
や

①
　
た
と
ひ
、
当
時
は
い
ろ
い
ろ
に
仰
せ
ら
る
る
と
も
、
時
刻
を
も
っ
て
、

是
非
に
本
望
を
達
せ
う
ず
る
　
　
　
　
　
　
（『
天
草
版
伊
曽
保
物
語
じ

の
よ
う
な
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
、
さ
ら
に
後
述
す
る
抄
物
な
ど
に
も
多
く
見
ら
れ

２

一

。

意
味
用
法
も
、
前
代
と
同
様
で

〈ど
う
し
て
も
〉
〈ど
う
に
か
し
て
〉
な
ど

を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
Ｏ
や
⑪
は
、
「
是
非

（
に
と

が
否

定
辞
と
呼
応
し
て
使
わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
現
代
に
は
な
い
用
法
で
、
ま
た
中

世
前
期
に
も
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
或
い
は
、
中
世
後
期
に

一
時
的
に
用

い
ら
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
⑪
ｌ
⑭
の
例
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
中
世
後
期
に
お
い
て
も

「
是
非
に
」
と

「
是
非
」
の
両
語
形
が
並
存
し
て
い
る
。
「
ロ
ド
リ
グ
ス
日
本
大

文
典
」
や

「
日
葡
辞
書
」
に
も
両
語
形
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
意
味

差
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
し
か
し
、

Ｏ
　
大
事
の
さ
ま
た
げ
あ
り
と
も
、
ぜ、
ひ、
み‐、ぃ
さ‐、
を、
を、
か
み、
奉、
れ、
と、
の、
ぎ、
―こ、

あ
ら
ず
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
じ

⑪
　
あ
や
う
き
事
と
お
も
ふ
も
の
に
も
ぜ、ひ、―こ、み‐、ぃ
さ‐、を、お、か
み、奉、れ、と、
い

ぎ
に
あ
ら
ず
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
右
）

〔右
の
二
例
の
傍
点
は
引
用
者
〕

の
両
例
が
、
同

一
語
句
を
後
続
さ
せ
る
形
で
使
わ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
も
、
ほ

ぼ
同
義
と
見
て
よ
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
同

一
作
品

の
中
で
も
両
語
形
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
抄
物

類
で
は

「是
非
に
」
の
方
が
規

範
的
な
形
と
考
え
ら
れ
て
い
た

た
め
で
あ
ろ
う
か
、
調
査
し
た
資
料
の
限
り
で
は
、
表
１
に
見
る
と
お
り
、

「
是
非
に
」
の
語
形
が
圧
倒
的
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「史
記
抄
」

中
華
若
木
詩
抄

毛
　

詩
　

抄

四

河

入

海

蒙
　
求
　

抄

史

　

記
　
抄

語
形

抄
物
名

２
例
５
例
１
例
‐２
例
１１
例

是
非
に

０
例
ｌ
例
０
例
１
例
０
例
是
非

表 1



『蒙
求
抄
』
『
四
河
入
海
」
「毛
詩
抄
』
「中
華
若
木
詩
抄
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
も

の
の
ほ
と
ん
ど
は
、

⑪
　
敢
死
ハ
果
敢
決
断
シ
テ
是
非
二
死
ナ
ウ
ト
云
モ
ノ
ソ

　

（『史
記
抄
じ

⑪
　
是
非
二
人
ヲ
殺
サ
イ
テ
ハ
カ
ナ
ハ
ヌ
物
ソ
　
　
　
　
　
（『蒙
求
抄
じ

⑪
　
サ
ル
程
二
是
非
二
後
貴
方
ヲ
御
伴
申
シ
テ
筒

一
ツ
モ
タ
セ
テ
見
セ
マ
ウ

ス
ヘ
キ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
四
河
入
海
』

一
一
ノ
ニ
）

⑩
　
マ
ツ
其
身
力
鹿
子
テ
居
テ
宗
領
卜
是
非
二
国
ヲ
取
ラ
ウ
ト
思
タ
ソ

翁
毛
詩
抄
じ

⑬
　
孔
明
ハ
、
色
ゝ
辞
退
申
セ
ト
モ
、
先
主
是
非
二
、
出
ヨ
ト
ア
ル
ホ
ト
ニ
、

翁
中
華
若
木
詩
抄
』
下
）

の
よ
う
に

「
是
非
に
」
の
語
形
な
の
で
あ
る
。
「
是
非
」
の
語
形
は
わ
ず
か
に
、

③
　
文
君
力
自
頭
吟
ヲ
作
テ
是
非
其
レ
ナ
ラ
ハ
中
ヲ
タ
カ
ワ
ン
ト
云
テ
ア
ツ

タ
ホ
ト
ニ
其
二
感
シ
テ
止
タ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『蒙
求
抄
じ

⑬
　
長
舌
ハ
言
語
ノ
多
ヲ
云
舌
ノ
短
イ
モ
ノ
ハ
物
ヲ
エ
イ
ハ
ヌ
程
ニ
ソ
長
ハ

ヨ
ウ
物
ヲ
云
ソ
女
ノ
物
ヲ
云
ハ
是
非
災
カ
テ
コ
イ
テ
ハ
叶
ハ
ヌ
ソ

が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
が
ご　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『毛
詩
抄
じ

さ
て
、
こ
の
中
世
後
期
に
は
、

⑪
　
我
ハ
儒
者
ナ
リ
ト
云
ト
モ
是
非
ト
モ
ニ
白
羽
扇
ヲ
以
テ
兵
ヲ
指
揮
シ
テ

一
合
戦
シ
テ
君
ノ
御
用
二
立
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
ト
云
ソ
翁
四
河
入
海
』
二
三
ノ
四
）

③
　
我
レ
少
年
ヨ
リ
奇
志
ヲ
具
シ
テ
是
非
ト
モ
ニ
大
功
ヲ
立
卜
思
タ
レ
ト
モ

（同
右
、
二
三
ノ
四
）

の
よ
う
に

「
是
非
と
も
に
」
と
い
う
新
し
い
副
詞
が
登
場
し
た
。
ま
た
、

⑪
　
年
寄
り
候
と
も
、
是
非
と
も
御
伴
申
候
は
ん
　
　
　
　
（『義
経
記
じ

⑬
　
関
白
殿
を
是
非
と
も
恨
み
奉
ら
う
ず
る
と
い
わ
れ
た
れ
ば
、

翁
天
草
版
平
家
物
語
じ

⑪
　
〓
３
日
０
・
Ｆ
お
、３
日
８
】

歳
、
ァ
串
・
叫
汁
苺
′
歳
Ｆ
プ
串
い

（瀬

半
館
０
・
叫
汁
碑
′
融
半
館
ぴ
言
）
卜
Ｓ
≫

［【ｏ「一・
邑

言
コ
Ｃ
ｏ

翁
日
葡
辞
書
』
邦
訳
版
に
よ
る
）

翼
評
Ｉ
助』』誼
〈見”“≠
噺
計
一鮮
郭
一鮮
〔

意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
是
非
と
も

（に
と

は
十
六
世
紀

末
に
は
す
で
に
日
常
語
化
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
大
蔵
虎
明
本
狂
言
で
は
、

表
２
の
よ
う
に
、
「
是
非
と

も
」
の
形
が

一
般
的
で
、

⑪
　
さ
う
あ
れ
は
身
共
が
馬
に
な
ら
ふ
よ
り
外
は
な
ひ
程
に
、
是
非
共
な
つ

て
く
れ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
人
馬
し

◎
　
ぜ
ひ
と
も
お
供
い
た
さ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
武
悪
し

⑪
　
太
郎
く
わ
じ
や
が
み
し
り
ま
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
参
れ
と
申
に
依
て
、

翁
二
人
袴
し

⑪
　
ぜ
ひ
共
一た町
）ま
ら
す
る
、
名
を
付
て
と
ら
せ
て
下
さ
れ
ひ
翁
び
く
さ
だ
し

⑪
　
今
ま
で
の
名
を
仰
ら
れ
ひ
、
ぜ
ひ
と
も
麺
ゝ
ま
せ
う
　
（「腹
不
立
し

⑪
　
ぜ
ひ
と
も
武
王
に
、
紺
王
を
ほ
ろ
ほ
し
給
へ
か
し
、　
　
　
牟
武
王
し

な
ど
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
。　
一
方
、
「是
非
に
」
と

「
是
非
」
は

①
　
ぜ
ひ
に
お
こ
す
ま
ひ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
ど
ん
ご
む
さ
う
し

是
非
是
非
に

是
非
と
も

是
非
と
も
に

』
η
′
ノ
嫁
陶
観
式

１
例
０
例
２０
例
０
例

肯
定
表
現

０
例
１
例
０
例
０
例

否
定
表
現

表 2



⑪
　
（（其
時
ぜ
ひ
の
ま
ふ
と
云
て
、
こ
し
ら
へ
る
時
、
に
が
／
ヽ
し
ひ
こ
と

を
云
か

ヽ
つ
て
、
））　
　
　
　
　
（「
よ
ね
い
ち
」
、
《
　
））内
は
卜
書
き
）

の
例
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
用
例
は

「
是
非
と
も
」
へ
の

集
中
率
が
高
い
の
で
あ
る
。
狂
言
で
は
、
従
来
な
ら

「
是
非

（
に
と

が
使
用

さ
れ
た
と
こ
ろ
に

「
是
非
と
も
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
中
世
後
期
に
は
、
「是
非

（
に
と

が
前
代
よ
り
広
範
囲

に
か
つ
頻
繁
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
と
、
新
た
に

「
是
非
と
も

（
に
と

と
い
う

副
詞
が
肯
定
表
現
の
場
合
の

「
是
非

（に
と

と
ほ
ぼ
同
義
に
使
用
さ
れ
出
し

一
般
化
し
た
こ
と
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

〓
一　
お
わ
り
に

以
上
、
漢
語

「是
非
」
に
つ
い
て
そ
の
受
入
れ
か
ら
新
義

・
新
用
法
の
発
生

に
至
る
ま
で
の
変
遷
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で

「是
非
」
の
用
法
に
つ
い
て
ま
と

め
る
。
名
詞
的
な
用
法
は
、
早
く
上
古
に
見
ら
れ
、
そ
の
後
も
全
時
代
を
通
じ
て
見

ら
れ
る
。
こ
の
用
法
は
中
国
で
の
用
法
に
そ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
で
は

否
定
語
句
を
伴
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
「
是
非
な
く
」
「是
非
知
ら

ず
」
な
ど
は
否
定
語
句
と
の
結
合
が
強
く
慣
用
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

動
詞
的
な
用
法
は
早
く

『続
日
本
紀
」
に
見
ら
れ
る
が
、
明
ら
か
に
サ
変
動

詞
と
認
定
で
き
る
も
の
は
中
世
前
期
に
な
っ
て
初
め
て
登
場
し
、
そ
の
後

一
般

化
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
世
後
期
に
は
す
で
に
衰
退
の
徴
候
が
見
ら
れ

２一
。副
詞
の

「
是
非

（
に
と

は
中
世
前
期
に
登
場
す
る
が
、
広
く
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
は
中
世
後
期
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
中
世
後
期
に
は

「是
非
と
も

（
に
）」
と
い
う
新
し
い
形
の
副
詞
も
登
場
す
る
。

一
般
に
、
漢
語
が
サ
変
動
詞
や
副
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
漢
語
が
日
本
語
の
中
に
深
く
溶
込
ん
だ
証
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
是
非
」
が
サ
変
動
詞
と
し
て
或
い
は
副
詞
と
し
て
使
わ
れ
始
め
た
時
期
は
、

「
是
非
」
の
日
常
語
化
の
上
で
重
要
な
節
日
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
副
詞
の

「
是
非

（
に
こ

と

「
是
非
と
も

（
に
と

は
ど
の
よ
う
に
し

て
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

０
　

「
是
非
に
」
は
、　
一
般
の
情
態
副
詞
の
よ
う
に
た
だ
単
に
体
言
相
当
の

「
是
非
」
に
副
詞
語
尾

「
に
」
が
結
合
し
て
成
立
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く

い
。
む
し
ろ
慣
用
的
な
意
味
を
も
つ
副
詞
句
的
な
も
の
か
ら
生
じ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
副
詞
句
的
な
も
の
に
多
様
な
形
が
見
ら
れ
る
中
で
、

辱

発

婆

詈

屎

詭

曜

誠

は

「是
非
に
つ
け
て
」
の
下
略
形
で
、
「
是
非
」
は

「
是
非
に
」
の
再
下
略

形
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

⑦
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に

「吾
妻
鏡
」
「報
恩
抄
」
な
ど
で

「付
是
非
」

「
是
非
に
つ
け
て
」
が
現
在
の

「
是
非
」
と
近
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る

こ

と

、

④
　
先
の
①
に
挙
げ
た
、

同
下
伏
云
、
是
非
に
つ
け
て
、
主
親
の
所
存
に
は
相
随
こ
そ
、
仏
神
の

冥
に
も
、
世
間
の
礼
に
も
手
本
と
一雲
、

の
直
後
に
、

此
事
最
第

一
の
大
事
に
て
候
へ
は
、
私
の
申
状
恐
入
候
間
、
本
文
を
引

へ
く
候
、
孝
経
云
、
子
不
可
以
不
争
於
父
、
臣
不
可
以
不
争
於
君
、
（中

略
罰
用
者
‥
こ
伝
教
大
師
云
、
凡
当
不
誼
、
則
子
不
可
以
不
争
子
父
、



臣
不
可
以
不
争
於
君
、
当
知
、
君
臣
父
子
師
弟
不
可
以
不
争
千
師

↑
略

析
用
者
に
よ
う
世
事
に
を
き
候
て
は
、
是
非
父
母

・
主
君
の
仰
に
随
参
候

へ
し
。
年
四
條
頼
基
陳
状
」
建
治
三
年
六
月
　

「鎌
倉
遺
文
』

一
二
七

六
四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔傍
点
は
引
用
者
〕

と
あ
る
よ
う
に
、
「是
非
」
と

「
是
非
に
つ
け
て
」
が
同

一
資
料
の
中
の

近
接
し
た
位
置
で
、
し
か
も
よ
く
似
た
表
現
の
場
面
で
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
両
者
は
ほ
ぼ
同
義
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

１ｌｉ＞
　

「
是
非
と
も

（
に
と

は
、
⑦
⑬
①
の

「
ま
ど
ひ
／
迷
／
ま
よ
ひ
の
前
の

是
非
は
、
是
非
と
も

（倶
）
に
非
な
り
」、
⑩
の

「妄
情
ノ
上
ノ
是
非
ナ
レ

ハ
是
非
共
二
非
ナ
ル
ヘ
シ
」
、
①
の

「
是

・
非
共
に
面
白
く
ば
、
是
非
あ
る

べ
か
ら
ず
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
句
的
表
現
か
ら
生
じ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ

Ｚ
ω
。

と
こ
ろ
で
、
「
是
非
な
く
」
「
是
非
知
ら
ず
」
「是
非
を
論
ぜ
ず
」
な
ど
は
句

全
体
と
し
て

一
つ
の
慣
用
的
な
表
現
に
な
っ
て

〈是
か
非
か
〉
と
い
う
対
義
性

が
薄
れ
て
い
っ
た
。
「
是
非
に
つ
け
て
」
は

〈是
に
つ
け
て
も
非
に
つ
け
て
も
〉

と
い
う
こ
と
か
ら

〈ど
う
あ
っ
て
も
〉
〈必
ず
〉
な
ど
を
意
味
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は

「是
」
と

「非
」
と
い
う
両
極
点
を
明
示
し
、
そ
の
両
極

点
の
い
ず
れ
を
選
択
し
て
も
よ
い
と
い
う
譲
歩
的
な
意
味
を
も
つ
条
件
句
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
条
件
を
選
択
し
よ
う
と
も
帰
結
句
で
述
べ
ら

れ
る
こ
と
に
違
い
が
生
じ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
結
果
と
し
て
は

「
是
」
と

「
非
」
と
の
間
に
存
す
る

「全
て
の
場
合
」
を
合
意
し
て
い
る
。
言
わ
ば
、
形

式
上
は

「是
」
と

「
非
」
の
対
立
が
見
ら
れ
る
が
、
表
現
全
体
で
は
対
義
性
が

薄
れ
て

一
つ
の
副
詞
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「是
非
と
も

（
に
と

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
句
は
、
譲
歩
的
な
表
現
の
逆
で
、
直
接
的

に

「
是
」
と

「非
」
と
い
う
相
反
す
る
も
の
を
条
件
と
し
て
並
列
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
〈是
と
非
の
両
方
共
に
〉
と
い
う
こ
と
か
ら

〈ど
ん
な
場
合
で
も
〉

〈必
ず
〉
の
意
を
表
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
形
式
上
は

「
是
」
と

「
非
」
の

対
立
が
見
ら
れ
る
が
、
表
現
全
体
で
は
や
は
り
対
義
性
が
薄
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
是
非
」
を
成
分
に
も
つ
慣
用
的
な
表
現
に
は
様
々
な
形
式

が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も

「是
」
と

「
非
」
の
対
立
を
中
和
す
る
方
向
に
向

っ
て
い
る
罐
一
で
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
副
詞

「
是
非

（
に
ご

「
是
非
と
も

（
に
と

の
誕
生
の
素
地
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

小
考
で
は
、
副
詞
用
法
の
成
立
に
つ
い
て
副
詞
句
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
し

て
み
た
が
、
ま
だ
問
題
が
残
さ
れ
て
い
よ
う
。
後
考
に
ま
ち
た
い
。
な
お
、
こ

の
副
詞

「
是
非

（
に
と

と
関
連
し
て
、
中
世
に
お
い
て
陳
述
性
を
お
び
た
副

詞

「善
悪
」
〓

定
」
「治
定
」
「
い
か
さ
ま
」
「き
っ
と
」
な
ど
の
類
義
語
が
現

れ
て
く
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
ひ
き
つ
づ
き
併
せ
考
え
た
い
。
ま
た
、
当
時
、

こ
の
よ
う
な
副
詞
が
多
用
さ
れ
た
理
由
、
こ
の
よ
う
な
複
数
の
副
詞
間
に
お
け

る
生
成
上
、
語
義
上
の
関
わ
り
、
「
是
非
に
」
や

「是
非
す
」
等
の
近
世
以
後

の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
も
後
考
に
ゆ
ず
る
。

〔出
典

一
覧
表
〕

用
例
の
出
典
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
文
で
触
れ
た
も
の
は

こ
こ
に
は
挙
げ
な
い
。

用
例
は
原
則
と
し
て
使
用
し
た
本
文
通
り
引
用
し
た
が
、
語
形
な
ど
が
間

題
に
な
る
場
合
に
は
凡
例
に
従
っ
て
原
表
記
に
戻
し
た
。
返
り
点
な
ど
も
使

用
し
た
本
文
に
従
っ
た

（た
だ
し
、
「憲
法
十
七
条
」
な
ど
本
文
が
自
文
の

も
の
で
も
同
巻
に
読
み
下
し
文
が
掲
げ
て
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を



参
照
し
て
私
に
施
し
た
。
ま
た
、
異
体
字
、
正
字
、
合
字
な
ど
も
通
用
の
字

体
に
改
め
た
）。

日
本
書
紀
　
堤
中
納
言
物
語
　
栄
花
物
語
　
今
昔
物
語
集
　
正
法
眼
蔵
随
聞

記
　
宇
治
拾
遺
物
語
　
保
元
物
語
　
平
治
物
語
　
平
家
物
語
　
徒
然
草
　
太

平
記
　
曽
我
物
語
　
義
経
記

〔以
上
、
日
本
古
典
文
学
大
系
〕

文
正
さ
う

し
　
木
幡
狐
　
あ
き
み
ち

〔以
上
、
御
伽
草
子
　
日
本
古
典
文
学
大
系
〕

続
日
本
紀

〔新
日
本
古
典
文
学
大
系
〕

鵜
鷺
物
語

〔室
町
物
語
集
上
　
新

日
本
古
典
文
学
大
系
〕

憲
法
十
七
条
　
勝
曼
経
義
疏

〔以
上
、
聖
徳
太
子

集
　
日
本
思
想
大
系
〕

七
箇
条
制
誠
　
一
遍
上
人
語
録

〔以
上
、
法
然

一

遍
　
日
本
思
想
大
系
〕

辮
道
話

〔道
元
上
　
日
本
思
想
大
系
〕

守
護
国

家
論
　
顕
謗
法
抄
　
撰
時
抄
　
報
恩
抄
　
下
山
抄

〔以
上
、
日
蓮
　
日
本
思

想
大
系
〕

建
武
新
政
の
法
　
暦
応
雑
訴
法
　
若
狭
太
良
庄
百
姓
等
申
状

丹
波
大
山
庄
市
井
谷
百
姓
等
申
状
　
山
城
久
世
庄
百
姓
請
文
　
掟
書

（近
江

守
山
か
）

宣
旨

（弘
安
八
年
十

一
月
十
三
日
）
〔以
上
、
中
世
政
治
社
会

思
想
下
　
日
本
思
想
大
系
〕
　

一二
道
　
曲
付
次
第
　
遊
楽
習
道
風
見

〔以
上
、

世
阿
弥
禅
竹
　
日
本
思
想
大
系
〕
　

日
本
書
紀

〔築
島
裕
他
　
東
洋
文
庫
蔵

岩
崎
本
日
本
書
紀
　
日
本
古
典
文
学
会
〕
　

同

〔宮
内
庁
図
書
寮
本
　
秘
籍

大
観
　
大
阪
毎
日
新
聞
社
〕
　

同

〔北
野
神
社
本
日
本
書
紀
　
貴
重
図
書
複

製
会
〕

大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

〔築
島
裕
　
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
　
東
京
大
学
出
版
会
〕

色
葉
字
類
抄

〔前
田

育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
　
勉
誠
社
〕
　

将
門
記

〔林
陸
朗
　
新
撰
日
本
古
典
文

庫
２
　
現
代
思
潮
社
〕

伊
賀
国
司
庁
宣
　
日
蓮
書
状

〔以
上
、
飯
倉
晴
武

他
　
体
系

・
古
文
書
実
習
　
雄
山
閣
〕

東
山
往
来
拾
遺
　
会
席
往
来

〔以

上
、
日
本
教
科
書
大
系
１
　
勉
誠
社
〕

貞
信
公
記
　
小
右
記

〔以
上
、
大

日
本
古
記
録
〕

源
氏
物
語

〔源
氏
物
語
大
成
の
底
本
〕

玉
葉

〔国
書
刊

行
会
〕

吾
妻
鏡

〔新
訂
増
補
国
史
大
系
〕

発
心
集

〔高
尾
稔
他
　
発
心

集
本
孝
自
立
語
奈
引
　
清
文
堂
〕

明
恵
上
人
歌
集

〔山
田
巌
他
　
極
楽
往
生
歌

明
恵
上
人
歌
集
本
文
と
奢
引
　
笠
間
書
院
〕

歎
異
抄

〔山
田
巌
他
　
歎
異
抄
奎

と
奈
引
　
新
典
社
〕

沙
石
集

〔深
井

一
郎
　
慶
長
十
年
古
活
字
本
沙
石
集
総

索
引
　
勉
誠
社
〕

蒙
古
襲
来
絵
詞

〔
田
島
競
堂
他
　
蒙
古
襲
来
絵
詞
詞
書

本
文
並
び
に
総
索
引
　
東
海
学
園
国
文
叢
書
六
〕

エハ
波
羅
御
教
書

〔
日
本
歴

史
学
会
　
演
習
古
文
書
選
　
古
代

。
中
世
編
　
吉
川
弘
文
館
〕

薬
師
寺
元

長
請
文

〔同
上
、
演
習
古
文
書
選
　
荘
園
編
下
〕

論
語
抄

〔坂
詰
力
治

論
語
抄
の
国
語
学
的
研
究
　
武
蔵
野
書
院
〕

周
易
抄

〔鈴
木
博
　
周
易
抄

の
国
語
学
的
研
究
　
清
文
堂
〕

史
記
抄
　
蒙
求
抄
　
毛
詩
抄
　
四
河
入
海

〔
以
上
、
大
塚
光
信
他
　
抄
物
資
料
集
成
　
清
文
堂
〕

中
華
若
木
詩
抄

〔中
田
祝
夫
　
勉
誠
社
文
庫
〕

天
草
版
伊
曽
保
物
語

〔大
塚
光
信
　
キ
リ

シ
タ
ン
版
エ
ソ
ポ
ノ
ハ
プ
ラ
ス
私
注
　
臨
川
書
店
〕

天
草
版
平
家
物
語

〔江
口
正
弘
　
天
草
版
平
家
物
語
対
照
本
文
及
び
総
索
引
　
明
治
書
院
〕

ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん

〔吉
利
支
丹
文
学
集
下
　
日
本
古
典
全
書
〕
　

日
葡

辞
書

〔邦
訳
日
葡
辞
書
　
岩
波
書
店
〕

大
蔵
虎
明
本
狂
言

〔北
原
保
雄
他

大
蔵
虎
明
本
狂
言
の
研
究
　
表
現
社
〕

判
官
物
語

（橋
健
二
蔵
）
〔古
典

研
究
会
〕

義
経
物
語

（赤
木
文
庫
本
）
〔貴
重
古
典
籍
叢
刊
〕

義
経
記

（芳
野
本
　
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
〔古
典
研
究
会
〕

注一　
前
田
富
棋
先
生

「漢
語
副
詞
の
変
遷
」
含
国
語
語
彙
史
の
研
究
」
四
　
和
泉
書
院
）

一
一　
例
え
ば
、
佐
藤
喜
代
治

「
日
本
の
漢
〓Ｔ
そ
の
諄
流
と
窒
Ｔ
」
（角
川
小
辞
典
２８
）
な
ど
が
あ
る
。

〓
一　
志
村
良
治

「
日
本
語
の
語
彙
と
中
国
語
の
語
彙
」
（講
座
日
本
語
の
語
彙
２

『
日
本
語
の
語

彙
の
特
色
」
明
治
書
院
）



四
　
浅
野
敏
彦

「語
義
の
変
化
」
（講
座
日
本
語
と
日
本
語
教
育
６

『
日
本
語
の
語
彙

・
意
味

（上
ご

明
治
書
院
）
は

「是
非
」
に
つ
い
て
い
く
ら
か
触
れ
て
い
る
。

五
　
例
①
は

「
日
本
書
紀
」
巻
二
二
に
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
現
存
最
古
の

読
み
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
岩
崎
本
で
あ
る
。
そ
の
平
安
中
期
末
点
に
は

「是
非
」
に

「
ヨ

ク
ア
シ
キ
」
が
、
同
じ
く
岩
崎
本
の
院
政
期
点
に
は

「
ヨ
ク
ア
シ
キ
」
が
、
室
町
期
の
宝
徳

三
年
点
な
い
し
文
明
六
年
点
に
は

「
ヨ
サ
ア
シ
サ
ノ
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
付
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
院
政
期
書
写
の
官
内
庁
本
及
び
同
じ
く
北
野
本
に
は

「
ヨ
ミ
シ
ア
シ
ム
ス
ル
」
が
右
傍

に
付
さ
れ
て
い
る
。
例
③
の
箇
所
の
現
存
最
古
の
読
み
は
南
北
朝
書
写
の
北
野
本
ま
で
下
る

が
、
そ
こ
に
は

「
マ
コ
ト
イ
ツ
ハ
リ
」
と
右
傍
に
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
両

箇
所
と
も
訓
読
み
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
是
非
」
に
幾
種
類
も
の
読
み
が
存
在
し
て
い
て

特
定
の
訓
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、

上
代
の

「
是
非
」
が
訓
読
み
さ
れ
る
の
が

一
般
的
だ

っ
た
と
は
言
え
な
い
。　
一
般
に
は
字
音

で
読
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

一ハ
　
濁
音
無
表
記
と
す
れ
ば
、
「
ジ
ヒ
」
の
音
を
表
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
興
福
寺
本

「大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」
の
古
点
は

一
般
に
漢
音
で
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

「
シ

ヒ
」
の
音
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

七
　

『広
韻
」
で
は

「
是
」
と

「氏
」
は
同
音
で
あ
る
。
「
氏
」
は

『韻
鏡
」
の
内
韓
第
四
開
合

の
歯
音
の
濁
上
声
第
二
等
の
音
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
理
論
的
に
は
呉
音

「
ジ
」
、
漢
音

「
シ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
漢
和
辞
典
な
ど
で

「
ゼ
」
は
慣
用
音
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

八
　
士戸
点
か
ら
は
清
音
に
読
み
と
れ
る
が
、
「
ゼ
ヒ
」
と
読
ま
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
「餞

頭
屋
本
節
用
集
』
『易
林
本
節
用
集
」
「
日
葡
辞
書
」
な
ど
で
も
全
て

「
ゼ
ヒ
」
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
中
世
前
期
に
お
い
て
も
濁
音
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

九
　
②
⑩
の

「
不
知
是
非
」
は

「
是
非
を
知
ら
ず
」
と
読
ま
れ
た
も
の
か
、
後
の
⑫
の
よ
う
に

「
是
非
知
ら
ず
」
と
読
ま
れ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
後
者
の
読
み
を
す
る
場
合

で
も

「是
非
」
と

「知
ら
ず
」
の
間
に
潜
在
的
に
ヲ
格
が
あ
る
と
想
定
で
き
る
。

一〇　
巻

一
―
巻
十

一
ま
で
に
計
ｎ
例
が
見
ら
れ
る
。

一
一　
全
巻
で
計
３４
例
が
見
ら
れ
る
。

〓
一　
③
の

「付
是
非
」
は
、
⑩
①
の
仮
名
表
記
例
か
ら

「
是
非
に
つ
け
て
」
と
読
む
べ
き
で
あ

ろ
う
。　
一
方
、
Ｏ
⑭
の

「付
是
非
」
と
①
の

「
就
其
是
非
」
に
つ
い
て
は
仮
名
表
記
例
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
確
か
な
読
み
は
わ
か
ら
な
い
。
「
是
非
に
つ
き
」

と
読
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

〓
一　
日
蓮
が
四
條
頼
基
に
代
わ
っ
て
書
い
た
も
の
。

一四

「
漢
語

『善
悪
」
「是
非
』
『決
定
」
「必
定
」
の
副
詞
用
法
に
つ
い
て
」
（第

一
六
三
回
訓

点
語
学
会
　
口
頭
発
表
）

一三
　
日
蓮
が
弟
子
因
幡
房
日
永
に
代
わ
っ
て
執
筆
し
た
書
状
で
あ
る
。

〓
（　
注
菫
に
同
じ
。

一七
　

「
是
非
と
も
に
」
を
受
け
る
語
句
の
う
ち
、
前
掲
⑫
⑬
Ｏ
及
び
①
は
名
詞
述
語
で
あ
り
、
①

の
場
合
は
形
容
詞
述
語
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
述
す
る
副
詞
の
例
⑬
⑩
の
そ
れ
は
動
詞
述

語
で
意
志
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

一人
　

『史
記
抄
」
３
ノ
ー４
オ
に

「
是
非
□
侵
地
ヲ
カ
ヘ
サ
シ
タ
マ
ヘ
」
と
あ
る
。
□
の
箇
所
に

「
二
」
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
例
は

「
是
非
に
」
「
是
非
」
の
い
ず
れ
の
語

形
の
用
例
に
も
数
え
な
い
。

一九
　
⑬
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本

（底
本
は
東
洋
文
庫
蔵
十
二
行
木
活
字
本
）
に
よ
っ
て
い
る
が
、

こ
の
箇
所
は
流
布
本
系
よ
り
古
態
を
残
す
と
言
わ
れ
て
い
る
諸
本
で
は

¨
ぜヽせ、ひヽひ、‐こ、御後出鋤」けけ́
　　　　　　　　　　　　（赤（柿嬢」稀
一剌銹吻謡〓

ｏ

是
非
御
供
申
候
は
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（芳
野
本

『義
経
記
し

〔傍
点
は
引
用
者
〕

と
な
っ
て
い
る
。
同

一
の
場
面
で
同

一
語
句
を
後
続
さ
せ
る
形
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
是
非
と
も
」
と

「
是
非

（
に
こ

は
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
是
非

（
に
と

が

「
是
非
と
も

（
に
こ

と
置
換
で
き
る
の
は
肯
定
表
現
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
だ

け
で
あ
る
。
⑬
ｌ
⑬
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
是
非
と
も

（
に
ご

は
否
定
辞
と
は
呼
応
し
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

二〇
　
「
な
の
め
な
ら
ず
」
↓

「
な
の
め
に
」、
「
お
ぼ
ろ
け
な
ら
ず
」
↓

「
お
ぼ
ろ
け
に
」
な
ど

と
類
似
し
た
変
化
或
い
は
、
そ
れ
ら
に
影
響
さ
れ
た
類
推
に
よ
る
変
化
な
ど
の
可
能
性
も
あ

２
つ

。

二
一　
こ
の
他
に
、
対
義
性
が
薄
れ
た
も
の
と
し
て

「早
晩
」、
「善
悪
」
（副
詞
）、
「左
右
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
く
に

「左
右
」
は
否
定
語
句
を
伴
っ
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
「是

非
」
に
似
た
側
面
が
あ
る
。
ま
た
、
「良
き
に
つ
け
、
悪
し
き
に
つ
け
」
と
い
っ
た
句
的
表
現

も
対
義
性
が
薄
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
―


